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コンタクト・レンズ(以下 C. L. と略す)の普及により角膜前面の琴曲度についてのより正確なデ
ータが必要とされる時代となったが，これまでの角膜前面琴曲度測定器( Keratometer) では角膜の







1 )新しい Keratometer の開発














ド C.L. を調製・処方したグループと 従来の方法で計測・処方したグループとの間の優劣を比較し
た。 100 名について， 6 カ月間追跡したところでは，私らの Keratometer を用いて C. L. を処方し
たときは，従来の方法に比べ，視力は 11. 3%よかった。全例の96%では視力は1. 0となったが，残り
の 4%は C.L. では矯正しきれない乱視かもしくは弱視であった。
私らの Keratometer を用いて角膜前面琴曲度を計測して C.L. を処方すると C.L. の centering
(角膜中心に C. L. がとどまること)が改善し，従来の方法では center ing が悪いものが 5% あっ

















角膜前面琴曲度をアメリカ人 949 眼と日本人 130 眼につき比較してみたが，著しい差はみられなか
った。
〔総括〕
写真およびコンピューター技術を応用して新しい角膜前面写曲度測定器( Kera tometer )を開発し
た。この Keratometer を用いると，角膜の中心部のみならず周辺までの角膜前面琴曲度が正確に測
定できるようになった。このデータをもとにして角膜前面にもっとも適合しやすい C.L. を処方する
と C.L. の成功率が上昇した。この Keratometer を用いると正常人の角膜前面琴曲度についてより
正確な値がえられるようになったばかりでなく，円錐角膜や網膜剥離手術前後の角膜の変化など病的
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角膜にも応用してみると臨床的に有意義なデータがえられた。
論文の審査結果の要旨
本論文は従来の平板視標の代りに立体的に配置した輪状視標を考案して像を 1 つの平面上に結ばせ，
鮮明な写真を撮ることによって，角膜前面w;曲度をコンビューターを用いて正確に計測できるように
したものである。この装置を用いると角膜中心部のみならず周辺部までの角膜前面琴曲度が一定の離
心率をもった楕円球面に近似して得られ，コンタクトレンズの装着に応用してその成功率を有意に高
めるとともに，円錐角膜や手術前後の病的角膜の経過観察にも有力な情報を提供できることが証明さ
れている。これらの成果は眼光学系の基礎的資料を提供するのみならず，眼科臨床面でも高く評価で
きる。
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